
編

集

後

記

今
号
は
実
用
を
考
え
索
引
を

一
遍

に
掲
載
し
た
の
で

背
文
字
が
読
あ
る
厚
み
に
な

っ
た
。

前
号
か
ら
設
け
た
〈
余
滴
〉
欄
が
好
調
で
あ
る
。
会

員
諸
氏
の
関
心
の
あ
り
ど

こ
ろ
を
、
時
期
を
失
す
る
こ

と
な
く
お
届
け
で
き
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

本
学
会
の
母
体
で
あ
る
人
文
学
部
が
創
設
四
年
目
を

迎
え
学
生

の
卒
業
研
究
が
集
ま
り
は
じ
め
た
。
意
欲
的

な
論
文

・
報
告
を
、
ほ
ぼ

一
年
遅
れ
に
な
る
け
れ
ど
も

本
誌
で
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。
会
員
諸
氏

の

ご
意
見
を
伺
い
た
い
。

(み
)

東
海
学
園

言

語

・
文
学

・
文
化

第
三
号

(通
巻
第
六
十
二
号
)

平
成
十
五
年
十
二
月

十
日

印
刷

平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
日

発
行

非
売
品

編

集

名
古
屋
市
天
白
区
中
平
二
丁
日
]九
〇

一
番
地

発

行

東
海
学
園
大
学
日
本
文
化
学
会

代

表

寺

川

み
ち
子

電

話

(〇
五二)
八
〇

一
-

一
二
〇

一

振

替

○
〇
八
三
〇
1
五
-
二
九
三
一
二

印
刷
所

豊
橋
市
下
地
町
字
宮
腰
二
四

旬

イ

シ

グ

ロ

高

速

印

刷


